
　
田
上
市
長
の
初
め
て
の
当
初
予
算
約
１
、
９
０
０
億
円
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
「
老
人
交
通
費
助
成
」

を
70
歳
以
上
の
す
べ
て
に
適
用
す
る
た
め
の
予
算
が
提
案
さ
れ
る
等
、
一
定
の
前
進
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
財
源
と
し
て
77
歳
、
88
歳
の
方
の
長
寿
祝
金
が
廃
止
さ
れ
る
等
の
問
題
点
も
あ
り
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
「
行
政
改
革
」
を
口
実
に
し
て
、
幼
稚
園
の
２
園
の
廃
止
、
保
育
所
の
民
間
移
譲
、

学
校
給
食
、
ゴ
ミ
収
集
の
民
間
委
託
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
後
退
さ
せ
な
が
ら
、
一
方
で
新
幹
線
の
推

進
な
ど
の
姿
勢
を
批
判
し
「
長
寿
祝
金
の
復
活
、
介
護
保
険
料
、
国
保
税
の
引
き
下
げ
」
な
ど
予
算
の

組
み
替
え
を
提
案
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
代
表
質
問

市
民
の
く
ら
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
平
和
問
題
な
ど
質
問
を
行
い
ま
し
た

　　

津村国弘議員

　
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
質
問
を
行
っ
た
津
村
議
員
は
、
道
路
特
定
財

源
維
持
を
主
張
す
る
市
長
の
姿
勢
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
体
の
財
政
危
機

は
地
方
交
付
税
の
削
減
に
あ
り
、
巨
額
の
道
路
特
定
財
源
を
、
道
路
に
も
、

く
ら
し
に
も
使
え
る
、
一
般
財
源
化
が
地
方
自
治
体
の
運
営
に
必
要
だ
と

日
本
共
産
党
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
津
村
議
員
は
、
市
長
が
す
す
め
る
「
地
方
行
政
改

革
」
は
、
地
方
自
治
体
の
事
業
の
「
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
仕
事
を
民
間
企
業
に
移
管
」
し
よ
う
と
す
る
も
で

あ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
に
つ
な
が
る
と

指
摘
し
ま
し
た
。

　
桜
ヶ
丘
、
南
幼
稚
園
の
廃
園
の
方
針
に
つ
い
て
、

「
地
方
自
治
体
は
、
就
学
前
の
幼
児
に
つ
い
て
教
育

の
水
準
の
向
上
と
幼
児
教
育
に
対
す
る
公
的
責
任
」

を
果
た
し
、
保
護
者
の
要
望
に
応
え
る
べ
き
た
と
指

摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
給
食
調
理
の
民
間
委
託

は
「
職
業
安
定
法
」
に
抵
触
す
る
疑
い
が
あ
り
、
直

営
で
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
15
保
育
所
の
民
間
移
譲
に
つ
い
て
「
働
く
女
性
の

権
利
を
保
障
し
、
子
ど
も
の
成
長
と
発
達
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
施
設
で
あ
り
、
市
の
責
任
を
放
棄
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
指
摘
し
て
保
育
所
の
存
続

を
求
め
ま
し
た
。

　
民
間
委
託
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

　

り
、
働
く
人
の
パ
ー
ト
化
、
非
正
規
労
働
者
の
増
大
、

日
本
で
社
会
問
題
化
し
て
い
る
格
差
社
会
を
促
進
す
る

も
の
と
批
判
し
ま
し
た
。
平
和
問
題
で
は
「
米
艦
船

長
崎
入
港
反
対
」
は
実
行
力
あ
る
行
動
を
求
め
ま
し
た
。

70歳以上の高齢者すべてに交通費助成

市民と力あわせて実現市民と力あわせて実現

　
内
田
議
員
は
、
市
政
一
般
質
問
で
「
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
」
の
問
題
点
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
県
、
市
は
新
幹
線
が
長
崎
に
来
る
と
宣
伝
し
て
い
る
が
「
ひ
か
り
」

や
「
の
ぞ
み
」
な
ど
の
新
幹
線
は
来
な
い
「
ニ
セ
新
幹
線
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

　
建
設
費
は
約
４
千
億
円
も
使
い
、
時
間
短
縮
に
つ
い
て

県
は
20
数
分
と
計
算
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
10
数
分
の

短
縮
し
か
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
し
か
も
、
現
在
の
「
特

急
か
も
め
」
は
廃
止
に
な
り
「
新
幹
線
」
の
高
い
料
金
を

と
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
県
は
「
89
億
円
の
経
済
効

果
」
と
試
算
し
て
い
ま
す
が
、
根
拠
が
あ
い
ま
い
で
す
。

　
県
も
市
も
財
政
危
機
が
深
刻
だ
と
い
い
な
が
ら
、
新

幹
線
に
巨
額
な
税
金
を
投
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
県
民
、
市
民
の
世
論
は
「
新
幹
線
」
に
疑
問
を
持
つ

人
が
過
半
数
で
あ
り
、
建
設
中
止
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

2月市議会
　報　告
2月22日～3月17日

内田隆英議員

「
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
建
設
」
は
税
金
の
ム
ダ
遣
い

　
　
　
　
日
本
共
産
党
内
田
議
員
建
設
中
止
を
求
め
る

日本共産党の予算組替え提案(総額約22億円)

減額した予算

議会費関連予算の減額　         1億 0,340万円

市長等特別職の給与減額　　　　     691万円

東長崎都市改造事業費　　  　6億3,500万円

新幹線対策費　　　　　　　            444万円

増額した予算
介護保険の負担軽減　　　　 5億円

国保税の引き下げ　　　　 　7億8,000万円

長寿祝金の復活　　　　　        　8,000万円

学童保育所運営費補助金増　1億円

野母崎病院の医師の確保　　       4,000万円


